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「誇り・魅力・やりがい」の概念
 本委員会の目的である「誇り・魅力・やりがい」の向上に資する施策を適切・効果的に展開するため、
目的ごとに取組のターゲットを明確化する。

 「誇り・やりがい」向上の取組は当事者（建設業関係者）、「魅力」向上の取組は主に第3者（一般・学
生等）をターゲットに、それぞれ対内的・対外的施策を展開する。

魅力

 当事者が感じること

 「誇り」「やりがい」の向上には、当事者（建設
業関係者）をターゲットとした取組が必要

※一部、当事者の享受もあり

 第3者が感じること

 「魅力」の向上には、第3者（主に一般・
学生等）をターゲットとした取組が必要

※ターゲットには、若手・ベテラン／性別／技術者・技能者／内勤・外勤など様々な分
類を意識した施策の展開が必要。
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これまでの取組の整理

魅力

誇り やりがい

• 現場見学会、けんせつ小町活躍現場見学会（日本
建設業連合会）

• 出前講座（建設産業専門団体連合会）

• ユニフォームデザインプロジェクト、仮囲いデザイ
ンアイディアコンテスト（全国建設業協同組合連合会）

• HP職人さんミュージアム（建設産業専門団体連合会）

• 専門工事業Navi（建設産業専門団体連合会）
• 女性技術者のためのキャリアガイド、就職支援冊
子「Civil Engineerへの扉」（土木技術者女性の会）

• 新卒採用ポスター（全国建設業協会）

• 地域貢献活動（全国建設業協会）

• 体験型展覧会「ボクの土木展」（佐賀県）
• Twitterによる災害情報発信、「ぐんけん見張るくん」
（群馬県建設業協会）

• 災害対応時統一ビブス（日本建設業連合会、全国建設業協会）
• サイエンスカフェ（土木技術者女性の会）
• i-Constructionロゴマーク

一般大衆

 国土交通省や関係団体等が実施してきた主な取組を、目的ごとに分類するとともにターゲットを細
分し、建設業界における取組状況を視覚化

 「魅力の向上」に資する取組は団体毎に数多く展開されている。一方、「誇り・やりがい」の向上を目
的とした取組は多様性に乏しい

学生

• 銘板設置拡充プロジェクト（群馬県建設業協会）
• 工事銘板への刻銘
• i-Construction大賞
• 優良工事、優良技術者等表彰
• 全建賞（全日本建設技術協会）

技能労働者技術者

• 建設スキルアップサポート制度（建設
産業専門団体連合会）

• 国際会議参加、じゅうたく小町との交
流会（土木技術者女性の会）

• 処遇（給与･休暇）の改善

技能労働者技術者

当事者が感じること 当事者が感じること

第3者が感じること（ダイナミック、社会貢献、新鮮さ）

• i-Construction、新
技術の現場活用

• 現場の環境改善（快

適トイレ、更衣室、休憩所
等）

• 災害現場での活動
（地域の守り手、使命感）

建設現場

当事者が感じること
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これまでの取組における課題（評価される時期と働いている時期）

 建設現場働く人々の多くは、工事の調査・設計・施工段階において、それぞれの技術力を結集し、よ
り良いものづくりに貢献している。（社会に役立つ仕事）

 例えば、土木構造物は、施設の重要性や必要性を認識されるものの、施工中には騒音・渋滞など
迷惑的主観を抱かれ、完成後に安全・安心や利便性など実感される。

 そのため、現場で働く人々は世間から称賛的評価を感じる場面が少ない。（タイムラグ）

堤防決壊

（福岡県矢部川、平成24年7月）

観光地における交通渋滞の状況

施工中

工事による渋滞の発生

被災地における復旧活動等

完成後

観光施設の新設（地域活性化）

渋滞緩和

地域の観光資源に活用

社会的ニーズ



これまでの取組における課題（提供する情報と受け手の感性）

UI（User Interface） ：ユーザーと情報の接点
例）Webサイト上のデザイン・フォントもインターフェイス
製品であれば、外観などユーザーの視覚に触れる情報など

UX（User Experience）：それを通じて得られる体験価値
例）Webサイトの場合、デザインが綺麗、見やすいなど

 UIの観点からの課題
従来の設置箇所は、人目に触れる機会が乏しいた
め、SNSの活用や道の駅、展望台など多くの人の
目に触れる手段・場所を検討

 UXの観点からの課題
どれだけの人々に見てもらったか、見た側の反応を
検証し、目的と効果を踏まえて検討

事例：長野県 上高地トンネル

銘板 裏面
3

 国土交通省では、技術者の「誇り向上」や「存在の可視化」を目的として、建設工事に従事した技術
者名を銘板に刻銘する取組みを実施中

 設置対象構造物の拡大や、記載する技術者を下請企業の専門技術者にまで拡大している。
 より効果的な展開に向け、目的とターゲットを明確にし、更に、UI/UXの視点を踏まえた検討が必要
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これまでの取組における課題（建設現場におけるICT等新技術活用）

 建設現場における、生産性の向上施策としてi-Constructionを推進しており、UAVによる測量、
BIM/CIMなど三次元設計データの活用やICT建設機械を用いた施工など、新技術を活用した工事
現場への転換を実施中

 更に、ロボット技術の活用による点検作業やAIを用いた解析の活用など、先端技術の導入を促進し
ている。

 現場への普及を促進するため、現場での講習会や見学会など主に直接作業に係る当事者への取
組みを行っているものの、広く一般の方々（第３者）への理解・認識を高める取り組みも今後必要

建設現場における
新技術の活用促進

当事者への取組み
講習会・見学会

第３者への取組み
土木展・見学会
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これまでの取組における課題（災害現場における建設関係者の活動）

建設関係に携わる現場の人々は、緊急時の対応として即座に現場に赴き、救命・救援活
動に入るための進入路の確保や復旧支援活動を実施

 しかし、テレビ等の報道では、人命救助の自衛隊や消防・警察関係は多く取り上げられる
ものの、建設関係の報道は少ない。

消防庁 HPより

防衛省 HPより

関東管区警察局 HPより

災害現場における活動状況 国土交通省TEC-FORCEの活動状況
TEC-FORCE（Technical Emergency Control FORCE）

活動の見える化の取組み

○団体毎の活動状況を紹介するプラットホーム
・連携した広報戦略

○視覚的PR効果の手法
・統一ユニホームやビブス

○情報の一元管理等
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最近の事例の紹介

・災害の復旧活動をドラマ化

・コマーシャルにスター（著名人）を登用

・若い女性をターゲット（メイン）にした広報


